
 

 

よし、やってみよう！ 
 目指す子供像「夢を語れる子」 

学校教育目標「自ら学び ともにみがき合う」 

重 点 目 標 「よし、やってみよう！」      令和７年12月９日 №４ 

  令和７年12月７日の日曜日に、富士市は自主防災会の訓練を実施しました。先

日、まちコミにて松野地区の自主防災訓練の日程と参加の御協力についてお知ら

せしたところですので、御参加いただいた御家庭もあるかと思います。私も自分

の住む地区の防災訓練に参加してきました。市内でも地区によって、参集の仕方

や訓練の内容は様々だと思います。私のところでは、最終訓練場所は３か所あっ

たのですが、その前に「組」ごとに参集し、係や活動内容を確認後、公会堂へ２

次参集、最後に小学校の体育館へ移動し、救命救急や避難所開設の手順を確認す

る等を行いました。その際に感じたことは、休日の訓練ですので仕方がないとも

思いましたが、参加している方は、私より歳上の高齢の方々が多かった印象で

す。もちろん、中学生や中には小学生もいましたが、どちらかというと親に付い

て来ているだけという印象も否めませんでした。松野地区の自主防災訓練はいか

がだったでしょうか。 

  「有事は近い将来必ず来る」という意識を持ち、防災を自分事として考えるこ

との必要性を改めて感じた訓練でした。 

 

「令和７年度版自然災害発生時の対応について」の改訂   

先月上旬に市教委より自然災害発生時の対応について、改訂の周知依頼があり

ましたのでお知らせします。資料１（抜粋）をお子様と共にご確認ください。 

資料１ 令和７年度版 警報等発令時及び災害発生時等の教育活動について（令和7年11月改訂） 

 地震発生時の児童生徒の対応 

状況 震度４以下 震度５弱以上 

登・下校中 
安全には十分に気を付けて、登

校する。 

学校に近い場合は学校に移動、自宅

に近い場合は自宅に移動する。 

在校中 原則、通常通り。 原則、教育活動を中止する。 

校外活動中 
原則、通常通り。安全確保に努

める。 

保護者への引き渡しを行い、引き渡

しをできない児童生徒については、

校内に留め置く。 

在宅時 安全を確認後、登校する。 
原則、休校とする。保護者の管理下

で行動する。 

 

(1) 南海トラフ地震臨時情報が発表された直後の児童生徒の対応 

富士川第二小中一貫校  

松野学園 学校だより 

１ 突発的な地震発生時の対応について 

２ 南海トラフ地震臨時情報の発表時の対応について 



 

 

状況 調査中 巨大地震注意 巨大地震警戒 

登・下校中 通常どおり 通常どおり 
原則、通常どおり。津波避難対象区域

を避ける。 

在校中 通常どおり 通常どおり 原則、通常どおり。 

校外活動中 通常どおり 通常どおり 原則、通常どおり。 

在宅時 通常どおり 通常どおり 原則、通常どおり。 

全ての小中学校について、南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）が発表さ 

れた際の対応は上表を原則とするが、安全確保や今後の学校運営に関わる協議等 

の必要性を総合的に判断し、児童生徒の引き渡しや臨時休校とする場合には、各 

学校の対応について市から伝達する。 

 令和８年度林間学校(7年)を「防災キャンプ」へ  
令和４年度に施設一体型となって以降、小中一貫教育の柱の一つとして７年生及

び５年生が合同で宿泊を体験してきた林間学校を見直し、令和８年度から「防災」

により重きを置き、学校を拠点とした「松野学園防災キャンプ（仮名）」を実施す

ることとしました。 

松野学園で防災教育を充実させていく意味は、有事の際には松野学園が避難所と

なり、多くの住民が避難してくることを考えた場合、今後30年の間に高い確率で発

生するといわれている「南海トラフ地震」に備え、在籍している間に防災について

学習し、避難所をイメージできるようにしておくことです。また、東日本大震災の

際にも、地元の高校生や中学生が避難所運営を支えたことが話題となりましたが、

松野地区も同様に、避難所の運営に中学生の力が必要になると考えます。さらに、

防災を自分事として捉えられるよう、また、地域に貢献できる松野の子供を育てる

ために、中等部リーダーである７年生までに防災教育を行っていきます。 

なお、５年生については、単独で丸火少年自然の家を利用し「みどりの学校」と

して自然体験学習を行ってまいります。 

 ７年生「結」プロジェクト出前授業＆総合１日体験  
本年度、７年生は総合的な学習の柱として「防災」について学習してきました。

10月22日には、減災教育「結」プロジェクト出前授業で、東北大学から講師を招聘

し、東日本大震災の教訓を踏まえた防災についてグループで協議しました。また、

11月19日の総合一日体験では、「防災・減災教育」地域のために出来ることをテー

マに、地域の方による講話「震災を経験し、この地域で備えていきたいこと」、有

資格者によるAEDを含む救急救命法講習、防災スポーツ等を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

【令和８年１月～３月の主な行事予定】 

【１月】６日(火)冬季休業明け、７日(水)小：定着度調査 中：県学力調 

【２月】３・４日(火水)私立入試、12・13日(木金)中：後期テスト、 

12日(木)小：入学説明会 

【３月】４・５日(水木)公立入試、11日(水)９年生を送る会、17日(火)小学校課程 

修了証授与の会、19日(木)修了式・卒業式 



 

 

 


